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【めざす生徒像】 
努力を怠らず、互いの違いを認め、支えあい、協働できる生徒 
９月２７日（金） ３年優志によるさつき学園夜間学級訪問 

今年も、３年生の有志とともに、さつき学園夜間学級の訪問にいってきました。当日は、夜間学級の生徒か

ら、それぞれの体験、入学の経緯などについてお話をしてもらい、勉強をできていること、学校に通えている

ことが当たり前ではないということをみんなで学びました。また、授業交流では、３年間の自分たちの学びの

経験を教える側の立場として経験し、学習へ意識を高める機会となりました。遅い時間まで、子どもたちは一

生懸命頑張っていました。ご協力ありがとうございました。 

10月３日（木）10月４日（金）フェスティバル文化の部 

 保護者のみなさまの展示の鑑賞機会の確保のため、今年も２日間開催をさせていただきました。 

展示では、日頃の活動での製作に加え、学年で作る大きなモザイクアートや、美術部のトリックアー

ト、ガーデニング部のかわいい植物展示など、さらに力のこもった展示作成を頑張りました。 

舞台では、ワールドクラスの発表、演奏から始まり、キャリア学習の発表に、他者理解学習の成果を

劇で表現。国語科のスピーチでも、自分の意見を文章にし、しっかりと発表してくれました。最後の吹

奏楽部の演奏まで、時間があっというまに過ぎていくほど、惹き込まれる発表ばかりでした。 

     

     



 

 

 

 

 

保護者のみなさまへ 

学校通信、校外学習、宿泊学習の様子など、時期ごとにホームページでも紹介していきます

が、最新の情報については、COCOOで配信していきますので、よろしくお願いします。 

※写真等の配信データの SNSへの転載はご遠慮いただきますようお願いいたします。 

フェス文化の部・体育の部と、たくさんのご参観ありがとうございました。 

これから、３年生は進路実現へ、１，２年生は、キャリア教育、班別での校外学習な

ど、さらなる成長を目指してステップアップしていきます。引き続き、ご協力のほど、

どうぞよろしくお願いいたします。 

10月 18日（金）フェスティバル体育の部 

 前日の雨予報に、本番が出来るかどうか不安の中迎えた当日。小雨がぱらつくこともありましたが、

なんとか曇りでとどまり、程よい気温で実施することが出来ました。午後の部も、各天気予報では、い

つ雨が降ってもおかしくない状況でしたが、曇りどころか、太陽が顔を出し、予想以上の晴天。子ども

たちみんなの頑張りの結果を天候までもが応援してくれました。 

各ブロック長の選手宣誓では、「仲間とともに全力で競技に取り組み、全力で応援する」「失敗を恐れ

ずにチャレンジし続ける」「どんな逆境でも勝ちにこだわり努力し続ける」。熱い宣誓に、子どもたちの

心はひとつに。それぞれの競技のなかでも、自分のブロック、クラスだけでなく、最後まで頑張ってい

るともだちを全員で応援する姿に感動を覚えました。50ｍ、100ｍ走では、みんな最後まであきらめ

ずに走りきりました。各リーダーがチームを引っ張り、全力で取り組んだブロック競技の綱引き、大縄

跳び。３種のリレーでは、しっかりとバトンをつなげ、最後まであきらめない気持ちをみせてくれまし

た。学年競技では、１年生、かわいいダンスから始まった台風の目。２年生、大きな掛け声とともに入

場し頑張った、迫力あるローハイド。３年生、騎旗棒では、最後に担任の先生への熱いメッセージでボ

ルテージも最高潮に。各学年の全員リレーでは、全員で、失敗しても最後までバトンをつなげ、走り切

る、まさに選手宣誓の言葉を形で表したようなまとまりを見せてくれました。最後のブロック対抗リレ

ーでは、代表たちの圧巻の走りに、全員での大きな応援。子どもたちの成長した姿に感動。その裏でも、

器具準備や、観察、決勝審判に大中名物となりつつある実況放送。まさに子どもたちが自分たちでつく

りあげるフェス体育だったように感じます。子どもたちの成長に、今後の期待が深まりました。 

 

 

 


